
小湊湾のり漁場調査

( ¥汚波禍設置に伴う水深，底質の変化)
及び同湾の水質について / 

担当者長峰良典

I 目的

本県最大ののり漁場である小湊湾にお J防波柵によっておこる海水の流動およ{jこれに伴うj底

質の変化ならびに水質を調査して将来十、什ナるのり漁場造与党のあり方について検討した。

証一?金方法

制深 i湾内約 70ケ所について行い， レッドを用いた。位置を正確に求めるためハンドコンパス

2台を使い方{立を測定し，測深は各回とも満潮時に行い， ii'i]ー測定日の開始時と終了時に

おける潮位差は 7cm以下であったから測定値の補正は行なわなかった。

底究:採泥地点は第5図の過りで採沼i廷は丸川式，団付式の両方を使用した。貯分けは分析節を

市いた。

水質 P04 - P 

NH4 - N 

N02 - N 

N03 - N 

Ee 

値 調資格果及び考察

1. 水深について

モリプデンプノレ一法

ネスラ一法

G. R試薬法

還元ストリキニγ法

。ーフエナンスロリソ法

との防波柵の総延長は75 0 mで

着工 竣工 長さ パイル本数

第 1期工事 3 6 'i手?月 3 7年 513 B防波i'ff&1 5Dr且 1 5 1本

o !I 200 201 

第 2期工事 3 7年 7月 3 7年 11月 A !I 250 

D 11 150 

捨石亀

5，0 1 6 

2，8 07 

湾口約 1，30 0 mの50 %以上にも及んでいる。このような嘩害物を設置した場合，従来の潮

の流れが変化を来たし，それにつれて海底地形も相当変るであろうことは容易仁想像されるとと

ろである。防J皮柵設置前の資料がないゅは遺憾であるが，第 7期工事終了後の水深と， 弟2耕工

事終了後の水深とを比較すると，相当な違いが見られる。(弟 4沼，第 5図)

第 6凶は 2[oJの測定治乗の差を表わしたもので， 9ケAllサの変化にしては予懲以上に激しい変化

が見られる。全般的に見て防波械の内側は深くなり，外側は浅くなぜ二ている。特に A防波椛の内

側は甚だしく，最高2.5.mも深くなった処が見られる。また B. 。防竺鳴の内側も広い範閥にわ

たって O.5回以上深くなっている。浅くなった処はB防波柵む外側放っ:フ防{受精甘の内側と外側で

ある。特に B防波柵の外側は 1III以とも浅くなっている。こつような:二TI'点、_(!1，1乏の変化から湖の流

れの変fじを推定すると，まず防波柵を造ったことによってその内側は従来よりも流れが強くなっ

たことがうかがわれる。湖は先づ浅所と A防波嚇の間を入り漁場内を通って D防波欄の内側から

抜け，また-'EfflはO. D防波4婦の閣を通り依げることが考えられるc '朝の流れは風Itfjや波浪によ
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って一定したものとは考えられないが， 出現頻度の一番高い流れによって海底地形も決まるもの

と考えられる。このように防波備の内側が深くなったことは浩局潮通しがよくなったといえるわ

けで，のり養殖のためには多くの好ましい結果をもたらすであろう。然しマL渓が増加することに

よって，呉立その他の作業が困難になるととも考えられ，特にB防波禍の内側は従来の優良な漁

場であり，今後の水誕の変化が注目される。

2. 1.底質について

この骨はSけがや h大きな玉石になっている他は砂か砂泥である。日七 4の深い部分および

Sも 13 s七 14の浅い部分は齢、泥その他の部分は砂となっている。これらが防波柵によってど

のように変ったかを栓度組成によって見ると，第 1表のようになる。大体の傾向として大きい粒

径に移行した個所文は小さい粒径に移行した個所を図によって表わすと第9図のようになるo

3. 水質について

a.塩分

との湾の水はムツ湾の塩分の高い海水と汐立mの淡水とが混合したもので，汐立川の水量が
約 1toU/see 位でそれ淫多〈ないため漁場内の趨分は 18協前後のことが多い。調査は満

潮時に行っているため干潮時には低噸7]<が押し出すとともある〆メ 10 ~ωょl下になることは稀で

ある。

b. 栄養頃

栄養塩の含有遣はとの湾の場合時期により相当の差が見られる。これまでの分析値の平均を

見ると次のようになる。

調査f 尽臼

1 9 59 9. 1 6 

1 2. 9 

↑960 3.17 

1961 1 1. 16 

1 9 62 3. 2 

9. 29 

1 1. 8 

1'1 Wg./J.. 

30( 5- 80) 

104(30-290) 

15( 1- 3) 

5 0 ( 口一17日)

39 ( 5ー 94)

27( 0- 31) 

52(23-120) 

p Wg/1 

22(7-58) 

5(4- 7) 

5.6 (口一12 ) 

4.6 ( 1 - 7) 

2(1- 2) 

15(3-38) 

3( 1- 4) 

12. 25 79(27-250) 5(3- 7) 

1963 2. 22 23( 7- 31) 2(口- 3) 

3. 2 5 0 ( 5 - 9 4 ) 2 ( 1ー 2) 

9. 18 1 (口- 3) 4(1-15) 

また， 1 9 6 2. 3. 2に汐立川の水を分析した結果では， N 1440可 g./1 P 2Wg./J.. 

とN含有LAが非設に高い債を示している。したがってこの漁場の Nの栴当浸は汐立)11から補給

されているものと考えられる。各界寺期のNについて見ると 11弓12月は比較的多く，のり成

育に不足しない位の量が含まれている。その他の時期ぜまや〉少ない。 Pは9}~に多くなってい

るが，その他のよ!は非常に少くなっている。?の少い原因として，汐立)11が)11[J付近の泥炭地

を流れて来るため，多くの量生分を含んでいるからと考えられる。漁場内の鉄分(懸~:1\した鉄も

含む)も非常に多くその分布状態は第 10 i週のようになっている。との漁場のPは分布状況か

ら見て内湾水に含まれているものが大部分と思われ， Nのように峰水からの補給は極めて少い

ものと考えられる。その様な処に降水から多量の設が入ることは非常に好ましくない状惑と云

える。
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防波輔の構造図第
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第 2
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防波柵設置位置図
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第 5 図
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採泥.採水地点
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第 4 図 等深線図
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第 1表底質粒度組成

調査点 1 2 5 4 

調査月日
37. 36. 37. 36. 37ー 37. 40. 36. 37. 
3.16 9.15 3.16 9.15 3.16 ?沼 3:19 9.15 3.16 3.19 

1> 2.0 0慨 373 0.1 1.9 0.4 
宅

1JJ 02 0.1 
トー--

2.00 -1.00 11.4 0.1 23 0.4 1.1 0.2 0.6 

1.00 -0.50 日9 126 28 M 79 I 33 I 1.0 I 1.1 i I 06 I I 08 

050-0.25 11.1 186 546 ?品 29.1 I 553 1 26! 27' I 51i I I 1.6 

025-0.12 51D 158 34.6 ! .50.2 476 I 355 1 12.5 I 143: I 419 I I 
0.12-0.06 349 35 7B 309 

く 0.06 2.0 07 

一一一一一一一一
調査点 5 6 7 

…ー「

生E
調査月臼

36. 37. 37. 36. 37. 37. 36. 37. 
9.15 3.16 928 9.15 3.16 928 9.15 3.16 

ゴ二互
> 2.001/1111 0.5 0.5 。?上 0.5 0.5 

200 -1.00 08 0.3 08 03 02 0.5 

問。-0.50 1.6 0.3 1.4 1.6 1.1 0.4 2.1 38 I 1.6 I 1.1 I I 561 ! 0.5 
0.50-025 78 13.6 357 78 1ぉ I183 24.2 289 13.5 7f5 13J 14.1 49 

日25-0.12 42.0 598 378 42.日 528 517 376 57.6 31.6 35.0 30.1 542 148 

0.12 -0.06 45.0 25.5 24.6 45D 295 29.0 35.4 102 42.9 30.9 312 237 51.0 

ぐ 0.06 2.3 0.3 0.4 2.3 05 1D 1.6 02 82 242 27 ペ 277
印
向
山

¥ 、



明
日
仏
調査点 9 1 0 11 1 2 

調査月日
36. 五色. 37. 37. 40.〆 37. 37. 40. 36 36. 37 37. 36. 36. 37. 
9.15 11.15 3.16 守28 3.19 9.15 111.15 3.16 928 3.19 9.15 11.15 3.16 928 9.15 11.15 3.16 

三>2.00崎寓 0.1 0.1 0.4 175 0.1 1.2 。ょう 0.9 03 1.1 1.6 
必4

2.00-1.叩 06 0.1 6.4 135 u.1 日.1 0.1 0.1 0.3 0.4 0.6 

1.00ーし501 2D 1 0.4 1 11.2 1 1 182 1 08 i 27 I I I 0.1 I 27 I 43 i I 3<1 I I 3h I 53 
0.50-0251 1281 40.11 llh 1 57A 1 2661 42.1 1 2831 1.7 1 4'58 1 187 一一寸i← 6一B 一1一2B一.←一一5一十一戸 ー --J| 

ゴ G

36. 136. 
山日 !?151115

r~2.0_?'ma~_~""""~ 性 一一一-------

2βo -1DOI 6.1 I 4D 

05日一日.25132.7 1 33β 

025 -0.121 156! 192 

0.12-0.061 47 I 82 

径<0.0.6 I OA I 09 I 2~~~ 

(主主)
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第 9 I週底質の変化
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